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 制度の概要

東京都島しょ地域の観光関連施設におけるバリアフリー化整備を支援し、高齢者・障害者等

の観光客が円滑に利用できる環境を整備することで、島しょ地域への旅行者を増加させるこ

とを目的とする制度です。施設整備と車両のバリアフリー化の両面から包括的に支援しま

す。

 支援内容

□ 施設のバリアフリー化

最大1,500万円 補助率：4/5

□ 車両のバリアフリー化

最大150万円 補助率：10/10

 対象となる取組

【施設整備】

【車両改修】

 対象者

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【島しょ観光の成長機会】

【補助率の戦略的活用】

 島しょ観光客の推移

バリアフリー対応施設利用率：整備施設では約40%の利用率向上

リピート率：バリアフリー施設利用者の再訪率は65%と高水準

 整備事例と効果

施設分類 主な整備内容と効果

飲食店 入口段差解消・車椅子席設置→利用者30%増

土産店 通路幅拡張・陳列高さ調整→売上20%向上

観光施設 エレベーター設置・音声ガイド→満足度85%

交通事業者 リフト付車両導入→予約率50%増加

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

補助金交付申請書

事業計画書

見積書・設計図面

許認可証明書類

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.tcvb.or.jp/jp/project/infra/shima-barrier-free/

事業全般 東京都産業労働局観光部受入環境課

TEL：03-5320-4802

申請方法 （公財）東京観光財団観光産業振興部

観光インフラ整備課

TEL：03-5579-8463

受付：月～金曜日 9:00～17:00

出入口・車椅子用便房・駐車場等の整備

段差解消を目的とする備品購入

バリアフリー化に係る実施設計

車椅子対応車両への改修

リフト装置等の導入

主に客が出入りする出入口の整備

車椅子使用者用便房の設置

車椅子使用者用駐車場の確保

敷地内通路・廊下・階段の改修

エレベーター設置・標示誘導設備

車椅子対応リフト装置の導入

旅客運送車両のバリアフリー化

島しょ地域で営業する中小企業者・個人事業主

飲食店営業・喫茶店営業の許可事業者

地域土産販売店舗の運営事業者

観光施設（博物館・美術館）の管理運営者

旅客運送事業者・ツアーガイド事業者

備品購入は施設整備の200万円、実施設計は100万円が上限

風俗営業等関連事業者は対象外

段階的整備計画：出入口から便房、駐車場へと順序立てた整備計画の策定

効果測定指標：整備後の利用者数増加や満足度向上の具体的目標設定

地域連携効果：他施設との連携や島全体の観光促進への寄与

継続運営計画：整備後の維持管理体制と持続可能性の明示

高齢化社会の進展でバリアフリー需要が急速拡大中

パラスポーツ大会後のレガシー活用が重要な差別化要因

インバウンド観光におけるユニバーサルツーリズムへの対応

10/10補助の車両改修を先行実施で初期効果を創出

施設整備は段階的実施でリスクを分散し確実な成果確保

3年の実施期間を活用した継続的改善サイクルの構築

建築士連携：福祉のまちづくり条例適合の確実な設計支援

観光コンサル：利用者目線での動線設計と効果測定手法

補助金専門家：複数年度事業の最適な実施計画策定

福祉関連団体：当事者ニーズ把握と継続的改善提案

事業計画の具体性と実現可能性

効果測定方法の明確性

段階的整備スケジュールの妥当性

利用者ニーズの調査根拠

福祉のまちづくり条例への適合確認

工事費の適正性と内訳明細

営業許可証の有効期限確認

中小企業者認定の適格性

事前準備期間

設計・見積取得に2～3ヶ月程度必要。利用者ニーズ調査の実施推奨。

申請受付期間

2025年5月28日～2026年3月31日

随時受付。予算上限に達し次第終了の可能性。

審査・交付決定

申請後1～2ヶ月程度

事業実施

交付決定通知後～最大3年間

年度末までに実績報告が必要

https://www.tcvb.or.jp/jp/project/infra/shima-barrier-free/

